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琉球の森林の現況と造林について (2)

天然生珠の天然更新について

天然/I:.林に対する天然更新は.天然生林を現に構硯す

る有川桝柁類の伐根から蒐FlするJVj芽榔樹を t三にして,

伐柁前の林内有用椎樹などを保育して成林させる更新法

であ って従って有用樹柿の椛,幼,壮令樹人数の少ない

天然/仁疎悠林に対する適用は不可能であるか,または更

新された夜継林の生産性と林相に対する質的改善度の低

い戊林の結果におわることになる.天然生休の天然更新

にJ''1つては,有用桝稲敷の直行約別,樹霜級別の壮令木

の人数や椎樹の人数分布,有用桝補外の樹種の構lJE状態

林分内ltT.木総人数, 有用例種類の耐陰性なども 充分調

査し検討して適切な更新位と伽宵法を採用するo有用耶
A:U樹類の多い天然年林においては,上州林冠を形lJRlする

壮令木の伐採利用や,W.馴 rJqjZiの刈り払い手人などによ

って抑悦の陽当りを良くして,そのr成長蟹促進するとと

もに伐採有川樹柄の新嘗蟹育てる.有川壮令木の多い天

然FL林に-ド,.いては,なるべく711-1耳の先LEと,その翌畔の

生育も摩る晩秋から春の候に,壮令木を ･所皆伐し,伐

横への陽JJ/lりをよくしてiilj耳の発生率を苗め,適宜JlTj耳

を被肝する周辺の刈り払いや育収対称外の樹種の荊BL'の

弊かきなどを繰返えし行ないLLJ:荊更新1-2年後に,-梶

株につき,超文は板材仕Jliての以凸は 1人,土kJHその

他の小経本仕立てのBJJnは1-2人のLE育優良な朋=jT:取掛

を班し,その他の肋射t芽かき斐鮎を7-1なう 有川広港

柄類の通llI.r戊良度は,_lLr.木人数の多いほど良好になるも

ので,1-クタ-ルyIり10,000人以 l･.の森林叫にIi:3-ける

小作本税栴よでの通抵1戊艮度とその収J長城 ま可也良如′で

あり,5.000木前枝の林内に.i=31ける柱材現格までの成長

j長も良肘であるので,更新と保育にylつては有川樹種の

-̂数士朗1綾 織 こ心がけて,Ⅲ来るだけ多くの有川樹柿人

数を保育して,助命帖の通筒状良をとげさせ,間伐利川

可能の小作木級の成長段階において,5,000^前後の柱

材仕立川優良生育木の選抜保育と,小作間伐木の伐採収

漣を期する保育法を採Jlけ る｡有川樹種A(数の過少な森

林に対しては,発生する有用種樹の保育を心がける さ

らに下IFl林冠屑には,上榊の有Fll樹種の幹の通商場長と

適rFLに枝下高を高めるのに必要な若手の雑木の保育成立

を図る.

なお天然更新に当っては漸次無価値な樹種を陶たして有

m樹種の人数増加を図るほか,成長の停止状態にある老

令木を除いて,成長期に当る幼社命林に切り変えてゆく

ようにし,さらに林相を同令の一斉林に誘導することを
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心がける.経済性.成長性特に樹高成長,有効立木密度

などが相似た有F.rJな助樹種の況交 林 に 誘導することと

し,単純林はさける 陶たすべき雑木や,リユウキユウ

チクの枯校には.エステロン2.4.5の1%溶液 (エステ

ロン10を,水 1000に溶かした溶液)を.保育椎樹に

頼りかからないよう注意しながら,枯絞すべきリユウキ

ユウチクや樹稀の伐根に充分ぬれる粒度にさん布すれば

T,WLtできる 陵練地′若の天然生体の更新に当っては,人

工造林をさけて防仁山rJlX･護林を弧して,多くの樹種の混

交林にみちびくこと,充分な閉鎖を保つ連続屑林冠を形

成させること到1校として.上肘木の単木択伐を適宜繰

り返して,林内射入陽光立を脚 こ陰性樹種の発生と生育

を良州 こする柑度に調節することと,下層草本植生の紫

苑に力める.その他とつ地形または急傾Lや地上の天然

LE林分で,林地力が極JiEにg,tるか,または皆伐による激

しい表土流去の予想される林分に対しても,人工造林は

さけて,前に述べた皆伐または単木択伐の天然更新注に

畔じて,漸次総立木人数と有朋樹唖本数を増すように心

がける.

人工造林樹種の選定

林木の/L青の適否や成長晃の良否は,自然土壌の地力

のhlTL珊こ人きく支配 されるが,樹種によるちがいも可也

大きい. 前に述べた 2),3),4),5),6),などの

林地ば,

休相の糾態にともなって地力も一般に低位であって,

地力の[劣る七地でも比酎 勺生育も良く,その経済性も高

く,収林も容易なリユウキユウマツのは種造林をおすす

めする.シイその他乾性植生の林地もリユウキユウマツ

のは秤造林が安全である.7),8)の林地に対しては,

地区によって異るが,マチク,リヨクチクその他有用竹

類スギ,イヌマキ,

タイワンハンノキ.センダンその他経済性の高い樹種

について,林地力に対応する各樹種の成長星,

伐期の長軌 適正立木常度の多少などを検討して有利

な造林と造林方法を決めるようにする.

人工造林における抹地力の維持改音と地ごしらえ法

傾Lや地形 Lにおける雨水の流宏の経過の如何は,そ

のま 林ゝ地の提しょくと治山治水効能の如何につながる

もので,傾Lや地形上が常に植生特に樹木類によって被

われている状態において.雨水及び腐植の地中浸透を良



好にして,

土壌の深さと腐植の含有量を増して,林地力の増進と

治山治水の効能を高めることになる.優しや地形上にお

いては,植付けと,その後の椎樹の生育に支障を来さな

い範掛こおいて,地表面上に多くの落枝葉が散在し,か

つ多くの根株の存在することが,むしろ望ましいことで

あって,必要以上のけっべきな地ごしらえは表土の流去

を促す結果となる.特に琉球においては,年間の高温と

多雨による腐植の分解と流亡が激しいことや,森林の荒

廃などが主な原因となろうが,森林土壌の表土屑におけ

る炭素及びちつ素の含有量は,本土の約 10-20%と0.6

-1,0%に対して,琉球においては約1-3%と0.1-0.3

,%で甚だ少ない.従って土確の物#性は悪く一般に堅硬

で,表FR土の容税垂は,木土の一般林地の25-60,特に

悪い荒廃林地とされている.敷戸内海沿岸林においては

80- 130でÅ土の最悪荒廃林地に匹敵していることは,

今後造林地の地ごしらえに当っても,森地力の維持改善

に最善を期することの重要性を示している.従って造林

地の地ごしらえに当っては,1)焼払い地ごしらえをさ

けること.焼払い地ごしらえは,必要な地上の植生や落

枝背,土確中の腐植や有益微生物などを消滅させ,土壌

の悪化を招いて造林木のrjR;長量や治山治水の効能を減少

させて地域住民に損集を与えることになり,さらに地力

改手引こ効果のある混交林の誘輔を困筆削こするなど,厳に

慎むべきことである

Ⅱ)かって薬温先生が死球の気象条件に対応すべく森

林の魚りん型更新を奨励されたことは誠に賢明な対策で

あって,天然生林の伐採と造林地々ごしらえに当っては

広区皆伐をさけて.

0.5-2.0-クタールの範囲の細胞式造林地設定を採関

して,林地の水しょくや風しょくをさけ,

かつ椎樹の保護に役立てるべきである.細胞式造林と

は.造林地周匡削こ一定巾Elの防風林兼保護樹帯を伐り残

して,その内部の皆伐地帯に造林を実施する方式で,従

の二方向に防風胴保護樹帯として,大小の陵線やとつ地

形矧こ.巾Ej30メ-トル以上の天然生林を伐り残し,

それらと連絡して等高線方向に 5メートル以上の表土

流下止めを兼ねた防風保護林を設定して,皆伐造林地を

包印する保護脚荷を設定することにする.-皆伐造林地

の面積や形は,地形に応じて,0.5-2.0-クタールの正

方形乃至く形とする.保護樹帯は前に述べた単木択伐天

然更新法を適用する.皆伐跡地の枝葉は等高線上保護樹

帯または適当な根株などを利用して等高線上に校み重ね

て,流下する表土や雨水止めに役立てる.造林に当って

は.植付地点やは種地点を人工的に敬おう地形に造成し

て,上方から流下する表土や雨水の適宜の流入を図り,

同地点からの表土や雨水の流下がないようにすれば,悼

付地点の土壌の改善が漸次進められて造林木の成長も促

進される.

リユウキユウマツの造林

リユウキユウマツは,名の示すように琉城の郷土樹稀

であって.非アルカリ性[さ上岩の古生属地帯より,7ルカ

.)性既着の刑ごしよう地帯に至るまで広範囲に生育分布

する針葉樹であって,材の経済性も高く,林分成長点も

多く,

やせ地でも比蕨的良く成長し.は挿造 林が可能なOl
で,乾燥地の造林も容易である.琉球の山野は,年間UJ

高温と多雨と暴風の気象地区で森林の荒廃も甚だしいた

め,林地の水しょくと風しょくが激しく,大部分の天然

林の地力は極めて低位である.従って天然更新によって

極めて長期rfJLこ徐々に森林を薮備するか,他の樹種によ

る人工造林の成林は地力が低位に過ぎるため不可能であ

るが,リユウキユウマツのは種造林によっては,生産性

の高い経済林への成林が可能となる 天然林の面横は可

也広く分布している 但し造林にyfっては前に述べた細

胞式造林法式によること,焼払い地ごしらえはさけて,

地ごしらえで伐採した草本類や伐採木の落車などは全林

地上に放置し,支埋となる枝のみを通宝〔根株や水平方向

の保護林内にけ付るようにする.伐採木の枝は林地上に

しばらく放置して港繁盛の増加を阿る･

落葉や伐採草木の林地被覆によって,雑草の繁茂や土

壌の乾燥を防ぎ .かつ剛 6.疎の増加を阿る利点などがあ

る.なお下屑木に広葉棉類 や肥料木を育て,草本類の

保護繁殖につとめて,林地カの培養を心がけるほか,リ

ユウキユウマツの特性を考慮して次のことを実行する

Ⅰ)まき付目タネは発芽力のある良系統のタネをJlJい

ること.

タネはLE青の良い(:上樹から採娘し,は種宙前に.朝晩

水を坂り換えながら48借間位薩水して沈んだタネを半日

位陰に広げてダネの表面附着水を除いたのち碑ちにまき

付けるようにすれま.活力クネの嵐別と発芽促進の効果

を期しうる.

Ⅰは種適期中にまきつけること

リユウキユウマツのタネの恒温先ず試験器による発芽

は12oc～25ocで75%以上,15oc～25ocで80% 以上の可

也良い発芽をとげるが,30oc以上では55,%以下に低下す

る慎向がみられる 野外における 11月～2月早々の間の

気温下では,高気温下の土壌の乾蚊も考慮すると,むし

ろ総合的に良い発芽が予想される 大学苗畑では種接適

宜濯水した苗畑の発芽率は,ll-3月早々のは 種床では

何れも85,%以上で,4月早々以降のは種 床の発芽率は急

く8 )



軌に低 トーし,5月以降の発芽率は観 望に悪く造林対称に

ならない.特に4月以降の高温多湿期における発芽稚苗

の乾燥の告や立枯病による枯損が,3月以降のは種削こ

おいて急激に増 大して生存する 苗木数は極めて少なく

なり,かつ発芽年間のとE青も極めて態く, 2年目のlJも戊

も秘めてg;ること,ll-12)｣のは挿店の発芽年の収丘が

特に良好で,成林までの手入FIJJ数減も予児とされることな

どからは種期は原則として11-12日とし, おそくも2J｣

早 々までに完了する.大学詣細での調査結果によると.

ll-2月早Ja,のは種苗の,10jIj初句までの柿損率は30,00'

以内で,3月早Jr以降のは榛苗のそれ (-i-8500'以｣｣であっ

-dfilOOに対して12月苗約40,1月F-Ii'約15,2HJA'10,3Fj以

降tu-5以一卜である

発芽2時末の1戊長堤も,12月以前のは秤J'Ill'100に対 し3

月以降のは種苗は､10以下にとどまっている.要するに 2

月中.下旬の避令期以前に脱に発;H.=を完了し且つ苗木各

邦の発育が進められていることが重安で.かかる苗木は

3月末までには4,5月以降の高温多湿究象への抵抗性あ

る前木に育ちうる.

JIr)は種穴数とは種晃

リユウキユウマツは,広い両税を与えると可 也広く

樹冠を拡張する性質があり,中地位の10年生前後の林分

れ 80,%前後と110,00'前後で,3･500木杯分と7･000イこ林

分間ではほぼ同じであり,立木本数が可也少なくても枝

の拡張によって林卦は関銭されること,立木密度の多少

にか わゝらず林分は閉鋳され 且つ閉鎖度もほぼ同じで

ある.さらにこれらの卦林の最近 2ケ咋間の林卦の幹材

収長氏は約1:2:3で,立木本数が多いほど抑材 成長

は増大することがわかる.なおリユウキユウマツは陽性

の秘めて高い樹秤で,照度が100%区,75,%区,50,%区

,25,%区の2)｣は種,10H初旬調査結果の7."Ei木の垂執成

艮!.=融ま,それぞれ100.45:38:26と, 俳かの庇陰でも

IFlJ也の成育減があり,灰陰によるJJR長差は解合とともに

急激に増大する傾向にある,

なお発芽各苗木間の樹高成長虫は,発芽年より可也の

差を生じて,各荷木問の受光盛の差による以後の成長量

差を重ねて,多くのひ圧枯横木を生じて,成林か疎意林

に終ることが多いので,出来るだけ多数の発芽苗木間の

自然陶たを経て,椀高成長の揃った優良な密林分を出現

させて,助命林の幹の総材執克長盛の増大と通直成長を

促して,早期の保育間伐を繰り返へして,優良林分へ誘

導するとともに,当地で',)臓 の多い土土建築工事悶材,

またはパルプ用の′J､径間伐材の収楓こよる早期収入を図

るようにする 従って 1-ククールーt'Jfりは横穴数は.ど_5-

通林地で5,000-8.000個とし.地位の低い林地ほど個数

を増すようにする.なは 1穴のは種粒数も15位位にして

小なくとも10本位の発芽苗木問の自然陶たによって各穴

に歴良木1-2本を育てるようにする

lV)造林地の保育

は稀当年は,春光より晩秋にかけて抑矧 こ枇樹周辺の

刈払いを練り返して,稚樹のHfLrJりと発芽年間の良い生

育をとげさせれば,2年目以降のよりよい成長と手入回

数の節減を図り得る

11-12Hのは椛 実施や,地ごしらえの折りの伐採 草

人や群瀧による全林地被虐の別行も手入節減の効果があ

る.荒廃林地の造林は,リユウキユウマツのは柿造林に

依存することが多いだけに病胃虫の発/_Eも多い.春先よ

り晩秋のPllJ,矧 こ台風後やT･ばつ日射こは,昭折造林地を

巡視して,マツノシンマグラメイカによるしよう頭部や

枝などの被717部分をblJり取って焼却L BHC や DDT

をさん布して予防処置をなし,マックイムシによる節鶏

被丁年の場合は,伐倒焼却して葛延を防ぐ 造林に当って

は,ソウシジユ,タイワンハンノキ,などの肥料木.イ

ソユその他リユウキ-ウマツと適地条件のほぼ似た有川

研和などの甲木,ぐん状または下木混交林の造胤 こつと

める ソウシジユのは和による混交林造成は成林が容易

である 特にリュウキュウマツの単純林道収の戯合は,

は搾後2- 3年l川は,ひ圧する草木類や広姫樹伎根のJTilj

芽の芽かきなどを行うが,リ-ウキユウマツの成林後は

下層の所背広柴樹や常水類は保存し.小経木の間伐期に

入れば適Tl'.選伐して杯内への陽光最を増して下h.hj胎生の

東灘を1ヌ1ることとし,焼払い地存は感に慎んで,もっぱ

ら地力維持につとめる 荒廃林地では特に上に述べた丙L!

慮が必Trn'である

その他2､3樹種の造林について

造林木のFJE青はもっぱら自然土壌の物化学性に依存す

るもので良:i-(な士矧 まど生育は良いが,樹矧 ;'llに適地の

条件や御凹三に可也の差があるので.2,3の樹柿の造林に

ついて簡単に;-･.ija明したい｡

ソウシソユは耕地防風林として広く造林される樹稀で

ある｡根(,)う筒の笥_-1=.樹種でもあって先劇 木地やその他

の林地の地-/)の回復や改善に効果ある樹種で,リュウキ

ュウマツやモクマオウなどとの優良混交林を見受ける｡

ガ引'I領少地やUl地陵繰荒廃地帯を除くIF,J也広い地域にわた

って生育IF]J能で,/ji護地域を除く一般の地域での単純林

は矩形化する傾向がみられるが,他例柄との混交林にお

いては通値長大に戊妓する o相に リュウキュウマツまた

はモクマオウとの単木,帯状混交林においては混交樹種
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相互の成長塵を可也増大し,かつ地力改善に寄与する｡

農地防風林やリュウキュウマツ林の造成はソウシジュの

混奄林をおすすめする｡

リュウキュウマツとの混交は,同時播種あるいは 1-

2年おくれて播種または苗木植栽し,農地防風林では他

樹種下に苗木植栽すれば,ひいん下でも良く伸びて,間

もなく他樹種と樹高を揃えるようになる.植栽苗木は植

膏によって太く育 った1-2年生苗木を,地上部5センチ

メー トル,根部10-15センチメートル約を残してせん定

し植栽する｡2,3代目所芽更新苗は1代目実生苗の2倍近

い成長を示すので,根株樹令20年生位までは,萌芽更新

の利点を利用するようにする｡

(大山保表)

｢､仰 ､~′~〉~■~■"く
)' 耕 地 防 風 林

防風林は,風衝地帯において,その後方地帯を風の

筈から保護するために設けられた細長い林帯で,わが

国では古くから風除林 (カザヨケバヤシ)と称せられ

て,作物防風林,木竹防風林,貯木場防風林などがあ

った｡

内陸の農地,人家の防風をEI的として仕立てられた

ものが内陸防風林で,内陸防風林のうち.とくに農耕

地を保護するために設けられたものを耕地防風林とい

う｡

耕地防風林は強風地帯,乾燥地万の農業の保護施設

巨 しては重要なもので･風が強いため防風林の保護な
さくしては虚業経営はできない地方はたくさんある.本

∴ 二 ∴ ~ -__∴ - - ∴

1)普通の耕地防風林･･････これは喬木で造成された防

風林で,数mから数百mの相当広い幅を有するも

のである｡

2)樹列防風林--喬木性樹木で造成された防風林で
あるが,幅は狭く,1-3列の旭樹婿である｡高さ

は姓通防風林より一般に低くつくられるo

∴ 二 二 ‥ _-:.:::_∵
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